cnkilLife

A elFAA1(M8)T U RE/ ¥ O—F il
H4nsES: AMM10382

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

F5H

FIREE
HTE
MIRER
BEFE
Bl&

B=zFID
SwissProt ID
RER

g
Al

YURE/ Y O—FILFUR

ReH

WB,IHC,ICC/IF

Eb IURX, Ty b

IEHIR

HKEIE

I9G

®/90—F+1L

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
AR

K

PBS. pH 7.4, 0.5% {fE4 > /XV &, BHEAIE LT 0.02% $EMHRAI N, 50% 7 ) t0—L%
=1=B

FT4 =T 1 —FER

WB 1:1000-1:3000,IHC 1:50-1:300,ICC/IF 1:100-1:200

48kDa

EIF4A1

Eukaryotic initiation factor 4A-l (elF-4A-I) (elF4A-1) (EC 3.6.4.13) (ATP-dependent RNA
helicase elF4A-1)
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	機能:ATP依存性RNAヘリカーゼ。キャップ認識に関与するeIF4F複合体のサブユニットであり、mRNAのリボソームへの結合に必須。現在の翻訳開始モデルでは、eIF4AはmRNAの5'-UTRにあるRNA二次構造をほどく。これは、リボソームの小サブユニットの効率的な結合と、それに続く開始コドンのスキャンを可能にするために必要である。,類似性:DEADボックスヘリカーゼファミリーに属します。,類似性:DEADボックスヘリカーゼファミリーに属します。eIF4Aサブファミリー。,類似性:1つのヘリカーゼATP結合ドメインを含みます。,類似性:1つのヘリカーゼC末端ドメインを含みます。,サブユニット:eIF4Fは、外部および内部の環境条件によって構成が変化するマルチサブユニット複合体です。少なくともEIF4A、EIF4E、およびEIF4G1/EIF4G3で構成されています。 PAIP1、EIF4E、RENT2と相互作用する。XPO7、EIF4A1、ARHGAP1、VPS26A、VPS29、VPS35、SFNとの複合体を形成する。NOM1と相互作用する可能性がある。,機能：ATP依存性RNAヘリカーゼ。キャップ認識に関与するeIF4F複合体のサブユニットであり、mRNAのリボソームへの結合に必要である。現在の翻訳開始モデルでは、eIF4AはmRNAの5'-UTRにあるRNA二次構造をほどく。これは、小さなリボソームサブユニットの効率的な結合と、それに続く開始コドンのスキャンを可能にするために必要である。,類似性：DEADボックスヘリカーゼファミリーに属する。,類似性：DEADボックスヘリカーゼファミリーに属する。 eIF4Aサブファミリー。,類似性：ヘリカーゼATP結合ドメインを1つ含む。,類似性：ヘリカーゼC末端ドメインを1つ含む。,サブユニット：eIF4Fは、外部および内部環境条件に応じて構成が変化する複数のサブユニットからなる複合体です。少なくともEIF4A、EIF4E、EIF4G1/EIF4G3から構成されます。PAIP1、EIF4E、RENT2と相互作用します。XPO7、EIF4A1、ARHGAP1、VPS26A、VPS29、VPS35、SFNとの複合体を形成します。NOM1と相互作用する可能性があります。,
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	パラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。1. eIF4A1モノクローナル抗体（M8）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋ラット肺組織の免疫組織化学染色。1. eIF4A1モノクローナル抗体（M8）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	パラフィン包埋マウス結腸組織の免疫組織化学染色。1. eIF4A1モノクローナル抗体（M8）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2. クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を用いて抗体賦活化（>98℃、20分）を行った。3. 二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。ネガティブコントロールとして二次抗体のみを用いた。
	

	マウス脾臓組織の免疫蛍光染色。1, eIF4A1モノクローナル抗体（M8）（赤）を1:200に希釈（4℃、一晩）。2, Cy3標識二次抗体を1:300に希釈（室温、50分）。3, 図B：DAPI（青）10分。図A：ターゲット。図B：DAPI。図C：A+Bの合成。
	

	1）293T、2）Hela、3）HepG2、4）マウス脳組織のウェスタンブロット解析
	

	抗体（左）とDAPI（右）を1:100に希釈したHelaのIF分析。

